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仏
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凡
例

一
、
本
稿
は
、
二
〇
二
三
年
度
に
お
け
る
、
駒
澤
大
学
大
学
院
の
角
田
ゼ
ミ
（
宗
学
特
講
Ⅱ
【
演
習
】
）
で
作
成
し
た
資
料
を
基
に
作
成
し

た
も
の
で
あ
る
。

二
、
【
本
文
】
は
、
本
山
版
『
正
法
眼
蔵
』
（
寛
政
十
一
年
〈
一
七
九
九
〉
刊
）
を
底
本
と
し
、
左
記
の
『
正
法
眼
蔵
』
諸
本
と
校
異
し
て
作

成
し
た
。
校
異
は
本
文
下
段
に
示
し
た
が
、
字
体
の
違
い
（
新
字
・
旧
字
・
異
体
字
等
）
は
、
校
異
か
ら
除
い
た
。
諸
写
本
に
よ
っ
て
底

本
の
本
文
を
改
め
た
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
校
異
に
記
し
た
。
校
異
し
た
諸
本
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

写
本
は
全
て
『
蒐
書
大
成
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

懐
奘
書
写
本
…
懐　
　

正
法
眼
蔵
抄
…
抄　
　
　

乾
坤
院
所
蔵
本
…
乾　

正
法
寺
所
蔵
本
…
正　

龍
門
寺
所
蔵
本
…
龍

　
　

洞
雲
寺
所
蔵
本
…
洞　

瑠
璃
光
寺
所
蔵
本
…
瑠　

長
円
寺
所
蔵
本
…
長　

玉
雲
寺
所
蔵
本
…
玉　

徳
雲
寺
所
蔵
本
…
徳

三
、
【
本
文
】
は
便
宜
的
に
適
宜
分
割
し
、
最
初
に
段
落
分
け
を
示
す
た
め
【
本
文
】
の
み
を
ま
と
め
て
掲
げ
、
番
号
を
付
し
た
。
底
本
の

片
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
（
子
→
ね
、
ヰ
→
ゐ
、
ヱ
→
ゑ
）
、
内
容
解
釈
に
基
づ
い
て
独
自
の
句
読
点
と
ル
ビ
を
付
し
た
。
【
本
文
】
・
【
懐

奘
書
写
本
】
の
漢
字
は
原
典
の
字
体
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
が
、
【
本
文
】
以
外
は
、
【
本
文
】
か
ら
の
引
用
も
含
め
て
、
原
則
と
し
て
新
字

体
に
改
め
た
。

四
、 【
語
註
】
は
既
刊
の
辞
典
等
を
参
照
し
て
新
た
に
作
成
し
た
が
、
辞
典
等
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
典
拠
を
明
記
し
た
。

【
語
註
】・【
解
説
】
で
『
正
法
眼
蔵
』
を
引
用
す
る
場
合
は
、
大
久
保
道
舟
編
『
古
本
校
訂
正
法
眼
蔵 

全
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
四
月
）

よ
り
引
用
し
、
頁
数
の
み
記
し
た
。
但
し
、
既
刊
の
「
『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
性
」
巻
訳
註
」
収
録
箇
所
は
、
当
該
号
の
略
号
と
頁
数
で
示
し

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
八
十
二
號　

令
和
六
年
三
月
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五
四

た
。
引
用
文
中
の
傍
点
・
傍
線
は
、
全
て
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
照
文
献
・
辞
典
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
…
『
大
正
蔵
』　
　
　

『
大
日
本
続
蔵
経
』
…
『
卍
続
蔵
』

　
　

『
景
徳
伝
燈
録
』
（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
五
月
）
…
『
禅
文
化
本
』

　
　

中
村
元
編
『
仏
教
語
大
辞
典
』
（
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
年
五
月
）
…
『
中
村
仏
教
』

　
　

『
新
版
禅
学
大
辞
典
』
第
十
刷
（
大
修
館
書
店
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）
…
『
禅
学
』

　
　

入
矢
義
高
・
古
賀
英
彦
編
『
禅
語
辞
典
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
七
月
）
…
『
禅
語
』

　
　

『
大
漢
和
辞
典
』
…
『
大
漢
和
』　
　
　
　
　

『
漢
辞
海
』
第
四
版
（
三
省
堂
、
二
〇
一
九
年
二
月
）
…
『
漢
辞
海
』

　
　

大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』
下
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
五
月
）
…
『
大
久
保
本
』

　
　

水
野
弥
穂
子
校
註　

岩
波
文
庫
本
『
正
法
眼
蔵
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
～
一
九
九
三
年
）
…
『
岩
波
文
庫
本
』

　
　

『
道
元
禅
師
全
集
』
（
春
秋
社
〈
原
典
版
〉
、
一
九
八
八
～
一
九
九
一
年
）
…
『
春
秋
社
本
』

　
　

『
道
元
禅
師
全
集
』
（
春
秋
社
〈
原
文
対
照
現
代
語
訳
版
〉
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
三
年
）
…
『
春
秋
社
本
〈
現
代
語
訳
版
〉
』

　
　

河
村
孝
道
・
角
田
泰
隆
編
『
《
普
及
版
》
本
山
版
訂
補
正
法
眼
蔵
』
（
大
本
山
永
平
寺
、
二
〇
二
三
年
九
月
）
…
『
本
山
版
訂
補
』

　
　

『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
四
～
一
九
八
二
年
、
続
輯
一
九
八
九
～
二
〇
〇
〇
年
）
…
『
蒐
書
大
成
』

　
　

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
一
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
七
十
四
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
一
）
」

　
　

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
二
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
七
十
五
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
二
）
」

　
　

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
三
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
七
十
六
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
三
）
」

　
　

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
四
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
七
十
七
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
四
）
」

　
　

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
五
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
七
十
八
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
五
）
」

　
　

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
六
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
七
十
九
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
六
）
」

　
　

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
七
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
八
十
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
七
）
」

　
　

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
八
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
八
十
一
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
八
）
」

　

な
お
「
仏
性
訳
註
（
一
）
」
か
ら
「
仏
性
訳
註
（
八
）
」
は
、「
駒
澤
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
に
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
。

五
、
【
直
訳
】
は
、
で
き
る
限
り
本
文
に
忠
実
に
訳
し
、
基
本
的
に
古
文
を
現
代
語
に
訳
す
に
と
ど
め
、
一
部
便
宜
的
に
漢
字
用
語
の
現
代
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五
五

語
訳
も
行
っ
た
。
ま
た
、
〈　

〉
内
に
本
文
に
な
い
言
葉
を
補
っ
た
。

六
、
【
現
代
語
訳
】
は
、
【
直
訳
】
に
基
づ
い
て
漢
字
用
語
の
解
説
を
加
え
、
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
〈　

〉
内
に
本
文
に
な
い
言
葉
を

補
い
、
必
要
に
応
じ
て
（　

）
内
に
直
前
の
語
の
解
釈
を
付
し
た
。

七
、
【
懐
奘
書
写
本
に
見
ら
れ
る
書
き
改
め
に
つ
い
て
】
は
、
懐
奘
書
写
本
の
書
き
改
め
の
前
後
で
ど
の
よ
う
に
内
容
が
変
化
し
た
か
に
つ

い
て
特
に
解
説
し
た
。
書
き
改
め
が
少
な
い
場
合
は
、
【
解
説
】
の
中
で
簡
単
に
言
及
す
る
形
と
し
、
一
切
無
い
場
合
は
略
し
た
。
【
懐
奘

書
写
本
】
掲
載
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
仏
性
訳
註
（
一
）
」
七
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

【
本
文
】
（
当
号
検
討
分
）

① 

百
丈
山
大
智
禪
師
、
示
レシ

テ

衆
ニ

云
ク

、
佛
ハ

是
レ

最
上
乘
ナ
リ

、
是
レ

上
上
智
ナ
リ

、
是
レ

佛
道
立
此
人
ナ
リ

、
是
レ

佛
有
佛
性
ナ
リ

、
是
レ

導
師
ナ
リ

。

是
レ

使
得
無
所
礙
風
ナ
リ

、
是
レ

無
礙
慧
ナ
リ

。
於
レテ

後
ニ

能
ク

使
二

得
ス

因
果
一ヲ

、
福
智
自
由
ナ
リ

。
是
レ

作
レシ

テ

車
ト

運
二

載
ス

因
果
一ヲ

。
處
二シ

テ

於
生
一ニ

不

レ

被
二ラ

生
ノ

之
所
留
一ヲ

、
處
二シ

テ

於
死
一ニ

不
レ

被
二ラ

死
ノ

之
所
礙
一ヲ

、
處
二シ

テ

於
五
陰
一ニ

如
二ク

門
ノ

開
一ク

ガ

、
不
レ

被
二ラ

五
陰
ノ

礙
一ヲ

、
去
住
自
由
ニ
シ
テ

、
出
入

無
難
ナ
リ

。
若
シ

能
ク

恁
麼
ナ
ラ
バ

、
不
レ

論
二ゼ

階
梯
勝
劣
一ヲ

、
乃
至
蟻
子
ノ

之
身
モ

、
但
能
ク

恁
麼
ナ
ラ
バ

、
盡
ク

是
レ

浄
妙
國
土
、
不
可
思
議
ナ
リ

。

 

　

こ
れ
す
な
は
ち
百

ひ
ゃ
く

丈
じ
ょ
う

の
道ど

う

處し
ょ

な
り
。
い
は
ゆ
る
五ご

蘊う
ん

は
、
い
ま
の
不ふ

壊え

身し
ん

な
り
。
い
ま
の
造ぞ

う

次じ

は
、
門も

ん

開か
い

な
り
、
不ふ

被ひ

五ご

陰お
ん

礙げ

な

 

り
。
生

し
ょ
う

を
使し

得と
く

す
る
に
、
生

し
ょ
う

に
と
ど
め
ら
れ
ず
、
死し

を
使し

得と
く

す
る
に
、
死し

に
さ
へ
ら
れ
ず
。
い
た
づ
ら
に
生

し
ょ
う

を
愛あ

い

す
る
こ
と
な
か
れ
、

み
だ
り
に
死し

を
恐く

怖ふ

す
る
こ
と
な
か
れ
。
す
で
に
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

の
所し

ょ

在ざ
い

な
り
。
動ど

う

著
じ
ゃ
く

し
厭え

ん

却
き
ゃ
く

す
る
は
外げ

道ど
う

な
り
。
現げ

ん

前ぜ
ん

の
衆し

ゅ

緣え
ん

と
認に

ん

ず
る
は
、

使し

得と
く

無む

礙げ

風ふ
う

な
り
。
こ
れ
最さ

い

上
じ
ょ
う

乗
じ
ょ
う

な
る
是ぜ

佛ぶ
つ

な
り
。
こ
の
是ぜ

佛ぶ
つ

の
所し

ょ

在ざ
い

す
な
は
ち
浄

じ
ょ
う

妙
み
ょ
う

國こ
く

土ど

な
り
。

② 

黄
檗
、
在
二リ

テ

南
泉
ノ

茶
堂
ノ

内
一ニ

坐
ス

。
南
泉
、
問
二ウ

黄
檗
一ニ

、
定
慧
等
學
、
明
見
佛
性
、
此
ノ

理
如い

か

ん何
。
黄
檗
曰
ク

、
十
二
時
中
不
レシ

テ

依

二

倚
セ

一
物
一ニ

始
メ
テ

得
シ

。
南
泉
云
、
莫
二シ

便
チ

是
レ

長
老
ノ

見
處
一ナ

ル
コ
ト

麼や

。
黄
檗
曰
ク

、
不
敢
。
南
泉
云
ク

、
醬
水
錢
ハ

且
ラ
ク

致
ク

、
艸
鞋
錢
ハ

教
二ン

什
麼
人
ヲ
シ
テ
カ

還
一エ

サ

。
黄
檗
便
チ

休
ス

。

　

い
は
ゆ
る
定

じ
ょ
う

慧え

等と
う

學が
く

の
宗

し
ゅ
う

旨し

は
、
定

じ
ょ
う

學が
く

の
慧え

學が
く

を
さ
へ
ざ
れ
ば
、
等と

う

學が
く

す
る
と
こ
ろ
に
、
明

み
ょ
う

見け
ん

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

の
あ
る
に
は
あ
ら
ず
、
明

み
ょ
う

見け
ん

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

の
と
こ
ろ
に
、
定

じ
ょ
う

慧え

等と
う

學が
く

の
學が

く

あ
る
な
り
、
此こ

ノ
理り

如い
か

何ん

、
と
道ど

う

取し
ゅ

す
る
な
り
。
た
と
へ
ば
、
明

み
ょ
う

見け
ん

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

は
た
れ
が
所し

ょ

作さ

な
る
ぞ
、

と
道ど

う

取し
ゅ

せ
ん
も
お
な
じ
か
る
べ
し
。
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

等と
う

學が
く

、
明

み
ょ
う

見け
ん

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

、
此し

理り

如い

か

ん何
、
と
道ど

う

取し
ゅ

せ
ん
も
道ど

う

得と
く

な
り
。

　

黄お
う

檗ば
く

い
は
く
、
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

中
ち
ゅ
う

不ふ

依え

倚い

一い
ち

物も
つ

と
い
ふ
宗

し
ゅ
う

旨し

は
、
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

中
ち
ゅ
う

た
と
ひ
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

中
ち
ゅ
う

に
所し

ょ

在ざ
い

せ
り
と
も
、
不ふ

依え

倚い

な
り
。
不ふ

依え
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五
六

倚い

一い
ち

物も
つ

こ
れ
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

中
ち
ゅ
う

な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

明
み
ょ
う

見け
ん

な
り
。
こ
の
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

中
ち
ゅ
う

、
い
づ
れ
の
時じ

節せ
つ

到と
う

來ら
い

な
り
と
か
せ
ん
、
い
づ
れ
の
國こ

く

土ど

な
り
と
か
せ
ん
。
い
ま
い
ふ
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

は
、
人じ

ん

閒か
ん

の
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

な
る
べ
き
か
、
佗た

那な

裏り

に
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

の
あ
る
か
、
白

び
ゃ
く

銀ご
ん

世せ

界か
い

の
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

の
し

ば
ら
く
き
た
れ
る
か
。
た
と
ひ
此し

土ど

な
り
と
も
、
た
と
ひ
佗た

界か
い

な
り
と
も
不ふ

依え

倚い

な
り
。
す
で
に
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

中
ち
ゅ
う

な
り
、
不ふ

依え

倚い

な
る
べ
し
。

　

莫ま
く

便べ
ん

是し

長
ち
ょ
う

老ろ
う

見け
ん

處し
ょ

麼も

と
い
ふ
は
、
こ
れ
を
見け

ん

處し
ょ

と
は
い
ふ
ま
じ
や
、
と
い
ふ
が
ご
と
し
。
長

ち
ょ
う

老ろ
う

見け
ん

處し
ょ

麼も

と
道ど

う

取し
ゅ

す
と
も
、
自じ

己こ

な
る
べ

し
と
囘か

い

頭と
う

す
べ
か
ら
ず
。
自じ

己こ

に
的て

き

當と
う

な
り
と
も
黄お

う

檗ば
く

に
あ
ら
ず
。
黄お

う

檗ば
く

か
な
ら
ず
し
も
自じ

己こ

の
み
に
あ
ら
ず
。
長

ち
ょ
う

老ろ
う

見け
ん

處し
ょ

は
露ろ

迥け
い

迥け
い

な

る
が
ゆ
ゑ
に
。 

※
本
段
の
資
料
作
成
担
当
者
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
（
所
属
・
課
程
年
次
は
本
稿
提
出
当
時
の
も
の
）
。

　
　

①
黒
田
敬
仁
（
修
士
課
程
二
年
）
、
②
髙
田
法
順
（
修
士
課
程
一
年
）
。

　
　

な
お
本
稿
は
、
右
記
の
資
料
作
成
者
に
加
え
て
、
左
記
の
ゼ
ミ
の
参
加
者
に
よ
っ
て
検
討
し
た
共
同
研
究
で
あ
る
。

秋
津
秀
彰
、
横
山
龍
顯
、
藤
川
直
子
、
菅
野
優
子
、
中
野
智
教
（
博
士
後
期
課
程
二
年
）
、
松
田
薫
（
博
士
後
期
課
程
一
年
）
、
多
田
拓

郎
・
西
有
輪
音
（
修
士
課
程
一
年
）
、
阿
部
伸
二
、
玉
井
宏
道
、
吉
田
裕
、
福
士
修
成
、
宮
崎
隆
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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百
丈
山
大
智
禪＊

師
、
示
レシ

テ

衆
ニ

云＊

ク

、
佛
ハ

是
レ

最
上
乘
ナ
リ

、
是
レ

上
上
智＊

ナ
リ

、
是
レ

佛

道
立
此＊

人
ナ
リ

、
是
レ

佛
有
佛
性
ナ
リ

、
是
レ

導
師
ナ
リ

。
是
レ

使＊

得
無
所
礙＊

風
ナ
リ

、
是
レ

無

礙
慧＊

ナ
リ

。
於
レテ

後＊

ニ

能
ク

使＊

二

得
ス

因
果
一ヲ

、
福＊

智
自
由
ナ
リ

。
是
レ

作
レシ

テ

車
ト

運＊

二

載
ス

因
果
一

ヲ

。
處＊

二シ
テ

於
生
一ニ

不
レ

被
二ラ

生
ノ

之
所
留＊

一ヲ

、
處
二シ

テ

於
死
一ニ

不
レ

被
二ラ

死
ノ

之
所
礙
一ヲ

、
處
二シ

テ

於

五
陰
一ニ

如
二ク

門
ノ

開
一ク

ガ

、
不
レ

被
二ラ

五
陰
ノ

礙
一ヲ

、
去
住
自
由
ニ
シ
テ

、
出
入
無
難
ナ
リ

。
若
シ

能
ク

恁
麼
ナ
ラ
バ

、
不
レ

論
二ゼ

階
梯
勝
劣
一ヲ

、
乃
至
蟻
子
ノ

之
身
モ

、
但
能
ク

恁
麼
ナ
ラ
バ

、
盡
ク

是
レ

浄
妙
國＊

土
、
不
可
思
議
ナ
リ

。

　

こ＊

れ
す
な
は
ち
百

ひ
ゃ
く

丈
じ
ょ
う

の
道＊

ど
う

處し
ょ

な
り
。
い
は＊

ゆ
る
五ご

蘊＊
う
ん

は
、
い
ま
の
不ふ

壊え

身し
ん

な
り
。

い
ま
の
造＊

ぞ
う

次じ

は
、
門も

ん

開か
い

な
り
、
不ふ

被ひ

五ご

陰＊
お
ん

礙げ

な
り
。
生

し
ょ
う

を
使＊し

得と
く

す
る
に
、
生

し
ょ
う

に
と
ど

め
ら
れ
ず
、
死し

を
使＊し

得と
く

す
る
に
、
死し

に
さ
へ
ら
れ
ず
。
い
た
づ
ら
に
生

し
ょ
う

を
愛あ

い

す
る
こ＊

と
な
か
れ
、
み
だ
り
に
死し

を
恐＊く

怖ふ

す
る
こ
と
な
か
れ
。
す
で
に
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

の
所＊

し
ょ

在ざ
い

な
り
。

動ど
う

著
じ
ゃ
く

し
厭＊

え
ん

却
き
ゃ
く

す
る
は
外げ

道ど
う

な
り
。
現げ

ん

前ぜ
ん

の
衆し

ゅ

緣え
ん

と
認に

ん

ず
る
は
、
使し

得と
く

無む

礙げ

風ふ
う

な
り
。

こ
れ
最さ

い

上
じ
ょ
う

乗
じ
ょ
う

な
る＊

是＊ぜ

佛ぶ
つ

な
り
。
こ＊

の
是ぜ

佛ぶ
つ

の
所＊

し
ょ

在ざ
い

す
な
は
ち
浄

じ
ょ
う

妙
み
ょ
う

國こ
く

土ど

な
り
。

禪
―
禅
（
懐
）（
乾
）（
正
）（
龍
）（
洞
）（
瑠
）（
長
）（
玉
）（
徳
）

云
―
曰
（
抄
）

智
―
知
（
龍
）

此
―
右
、
「
シ
」
ア
リ
（
抄
）

使
得
―
右
、「
シ
テ
」
ア
リ
（
抄
）
、
右
、「
シ
ス
テ
」
ア
リ
（
瑠
）
、

右
、
「
ス
テ
」
ア
リ
（
長
）
（
玉
）
（
徳
）

礙
―
右
、
「
ケ
」
ア
リ
（
抄
）

慧
―
惠
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）

後
―
右
、「
ノ
チ
ニ
」
ア
リ
（
抄
）
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
、
右
、「
コ

コ
ニ
」
ア
リ
（
瑠
）
（
長
）
（
玉
）
（
徳
）

使
得
―
右
、
「
ス
テ
」
ア
リ
（
瑠
）

福
―
福
（
懐
）
（
乾
）
（
正
）
（
洞
）
（
瑠
）
（
徳
）

運
載
―
右
、
「
ウ
ム
サ
イ
」
ア
リ
（
抄
）

處
―
処
（
乾
）
、
以
下
略
、
右
、
「
シ
ョ
」
ア
リ
（
抄
）

留
―
右
、
「
ト
丶
メ
」
ア
リ
（
抄
）

國
―
国
（
龍
）

こ
れ
―
ナ
シ
（
乾
）
、
こ
れ
す
な
は
ち
―
是
便
、
右
、
「
コ
レ
ス

ナ
ハ
チ
」
ア
リ
（
瑠
）

道
―
右
、
「
タ
ウ
」
ア
リ
、
左
、
「
イ
フ
ト
コ
ロ
」
ア
リ
（
瑠
）

は
―
わ
（
乾
）
（
瑠
）

蘊
―
陰
（
懐
）
（
洞
）
（
瑠
）
、
蕰
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
、
藴
（
長
）

（
玉
）
（
本
）
、
右
、
「
ウ
ン
」
ア
リ
（
玉
）

造
次
―
左
、
「
ツ
ク
リ
サ
マ
」
ア
リ
（
瑠
）

陰
―
蘊
（
乾
）

使
得
―
右
、
「
ス
テ
」
ア
リ
（
長
）
（
玉
）
（
徳
）

使
―
死
（
乾
）

こ
と
―
事
（
乾
）（
正
）（
龍
）、
㕝
（
長
）（
玉
）（
徳
）、
以
下
略

恐
怖
―
右
、
「
ク
フ
」
ア
リ
（
長
）
（
玉
）
（
徳
）

所
―
處
（
懐
）
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
（
洞
）
（
瑠
）

厭
―
右
、「
エ
ン
」
ア
リ
（
長
）
、
右
、「
エ
ン
」
ア
リ
、
左
、「
イ

ト
」
ア
リ
（
玉
）
（
徳
）

厭
却
―
右
、
「
エ
ン
キ
ャ
ク
」
ア
リ
（
瑠
）

る
―
り
（
正
）
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※
懐
奘
書
写
本
の
書
き
改
め
ナ
シ
。

是
佛
―
右
、
「
セ
フ
ツ
」
ア
リ
（
瑠
）

こ
の
―
是
、
右
、
「
コ
ノ
」
ア
リ
（
瑠
）

所
―
處
（
懐
）
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
（
洞
）
（
瑠
）
、
所
在
―
處
在
、

右
、
「
シ
ヨ
サ
イ
」
ア
リ
（
瑠
）

【
書
き
下
し
】

　

百
ひ
ゃ
く

丈
じ
ょ
う

山ざ
ん

大だ
い

智ち

禅ぜ
ん

師じ

、
衆し

ゅ

に
示し

め

し
て
云い

わ

く
、
「
仏

ほ
と
け

は
是こ

れ
最さ

い

上
じ
ょ
う

乗
じ
ょ
う

な
り
、
是こ

れ
上

じ
ょ
う

上
じ
ょ
う

智ち

な
り
、
是こ

れ
仏ぶ

つ

道ど
う

立り
っ

此し

人に
ん

な
り
、
是こ

れ
仏ぶ

つ

有う

仏ぶ
っ

性
し
ょ
う

な
り
、
是こ

れ
導ど

う

師し

な
り
、
是こ

れ
使し

得と
く

無む

所し
ょ

礙げ

風ふ
う

な
り
、
是こ

れ
無む

礙げ

慧え

な
り
。
後こ

こ

に
於お

い

て
能よ

く
因い

ん

果が

を
使し

得と
く

す
、
福ふ

く

智ち

自じ

由ゆ
う

な
り
。
是こ

れ
車

く
る
ま

と
作な

し
て
因い

ん

果が

を
運う

ん

載さ
い

す
。
生

し
ょ
う

に
処し

ょ

し
て
生

し
ょ
う

の
所し

ょ

留
り
ゅ
う

を
被

こ
う
む

ら
ず
、
死し

に
処し

ょ

し
て
死し

の
所し

ょ

礙げ

を
被

こ
う
む

ら
ず
、
五ご

陰お
ん

に
処し

ょ

し
て
門も

ん

の
開ひ

ら

く
が
如ご

と

く
、
五ご

陰お
ん

の
礙げ

を
被

こ
う
む

ら
ず
、
去き

ょ

住
じ
ゅ
う

自じ

由ゆ
う

に
し
て
、
出

し
ゅ
つ

入
に
ゅ
う

無ぶ

難な
ん

な
り
。
若も

し
能よ

く
恁い

ん

麼も

な
ら
ば
、
階か

い

梯て
い

勝
し
ょ
う

劣れ
つ

を
論ろ

ん

ぜ
ず
、
乃な

い

至し

蟻ぎ

子し

の
身し

ん

も
、
但た

だ

能よ

く
恁い

ん

麼も

な
ら
ば
、

尽
こ
と
ご
と

く
是こ

れ
浄

じ
ょ
う

妙
み
ょ
う

国こ
く

土ど

、
不ふ

可か

思し

議ぎ

な
り
」
。

【
語
註
】

百
丈
山
大
智
禅
師
…
百
丈
懐
海
（
七
四
九
～
八
一
四
）
の
こ
と
。「
福
州
長
楽
県
（
福
建
省
閩び

ん

候こ
う

県け
ん

）
の
人
。
俗
姓
は
王
氏
。
西
山
（
広
東
省

潮
安
県
）
慧
照
和
尚
の
下
で
出
家
し
、
衡こ

う

山ざ
ん

（
湖
南
省
）
法
朝
律
師
の
下
で
受
戒
し
た
。
次
い
で
廬
江
（
安
徽
省
）
の
浮
槎
寺
で
大
蔵
経
を

閲
し
て
い
た
と
き
、
馬
祖
道
一
が
南
康
（
江
西
省
贛か

ん

県け
ん

）
で
化
を
振
る
っ
て
い
る
と
聞
き
、
行
き
て
師
事
し
、
そ
の
法
を
嗣
ぐ
。
そ
の
寂
後
、

そ
の
墓
守
り
を
し
て
い
た
が
、
檀
越
の
請
に
よ
り
、
江
西
省
南
昌
府
奉
新
県
の
大
雄
山
（
百
丈
山
）
に
住
し
て
法
を
宣
揚
し
た
」（『
岩
波
仏

教
辞
典
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
、
六
七
九
頁
、
振
り
仮
名
筆
者
）。
百
丈
山
は
「
南
昌
（
江
西
省
）
奉
新
県
西
一
二
〇
里
に
あ
る
。

旧
名
、
大
雄
山
」（『
禅
学
』
一
〇
五
〇
頁
）。
仏
是
最
上
乗
〜
不
可
思
議
…
出
典
は
『
天
聖
広
燈
録
』
巻
九
の
百
丈
懐
海
章
。
こ
の
巻
の
引
用

文
の
前
に
は
以
下
の
文
が
存
す
る
。「
故
見
自
己
仏
性
、
如
夜
見
色
。
如
云
仏
地
断
二
愚
。
一
微
細
所
知
愚
、
二
極
微
細
所
知
愚
。
故
云
、
有

大
智
人
破
塵
出
経
巻
。
若
透
三
句
、
得
遇
。
不
被
三
段
管
教
家
。
挙
喩
、
如
鹿
得
三
跳
出
網
。
喚
作
纏
外
。
仏
無
物
拘
繋
、
得
渠
。
是
属
然

灯
後
（
故
に
自
己
の
仏
性
を
見
る
は
、
夜
に
色
を
見
る
が
如
し
。
云
う
が
如
く
、
仏
地
、
二
愚
を
断
ず
。
一
は
微
細
に
し
て
愚
を
知
る
所
な

り
。
二
は
極
微
細
に
し
て
愚
を
知
る
所
な
り
。
故
に
云
く
、
大
智
の
人
の
破
塵
し
て
経
巻
を
出
づ
る
有
り
。
若
し
三
句
に
透
ぜ
ば
遇
わ
ん
こ
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と
を
得
。
三
段
の
管
教
家
を
被
ら
ず
。
喩
を
挙
ぐ
る
に
、
鹿
、
三
跳
を
得
て
網
を
出
づ
る
が
如
し
。
喚
び
て
纏
外
と
作
す
。
仏
、
物
の
拘
繋

す
る
無
く
、
渠
を
得
。
是
れ
然
灯
の
後
に
属
す
）」（『
禅
学
叢
書
』
五
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
五
年
六
月
、
四
一
九
頁
）。
最
上
乗
…
教
法

を
乗
り
物
に
た
と
え
、
最
も
す
ぐ
れ
た
仏
乗
の
こ
と
を
さ
す
。
後
文
に
「
是
れ
車
と
作
し
て
因
果
を
運
載
す
」
と
あ
り
、『
法
華
経
』「
譬
喩

品
」
に
あ
る
「
大
白
牛
車
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
御
抄
』
に
「
五
乗
〈
天
・
人
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
が
五
乗
で
あ
る
〉

に
比
べ
て
仏
は
勝
っ
て
い
る
の
で
「
最
上
乗
」
と
こ
の
よ
う
に
言
う
」
と
あ
る
（『
蒐
書
大
成
』
十
一
・
一
八
七
頁
）。
上
上
智
…
も
っ
と
も
す

ぐ
れ
た
智
慧
。
最
上
智
（『
禅
学
』
五
五
九
頁
）。『
入
楞
伽
経
』
巻
五
に
「
大
慧
、
有
三
種
智
。
何
等
為
三
。
一
者
、
世
間
智
。
二
者
、
出
世

間
智
。
三
者
、
出
世
間
上
上
智
（
大
慧
よ
、
三
種
の
智
有
り
。
何
等
を
か
三
と
為
す
。
一
は
、
世
間
智
。
二
は
、
出
世
間
智
。
三
は
、
出
世

間
上
上
智
）」（『
大
正
蔵
』
十
六
・
五
四
四
頁
）
と
あ
る
。
仏
道
立
此
人
…
「
仏
道
、
此
れ
を
立
つ
る
人
」
と
書
き
下
し
、〝
仏
道
を
立
て
た
人

〟〝
仏
道
は
こ
の
仏
が
立
て
た
も
の
で
あ
る
〟
の
意
。〝
仏
は
仏
道
を
体
現
し
て
い
る
人
で
あ
る
〟〝
仏
道
が
此
の
人
を
立
て
て
い
る
〟
と
い
う

意
に
も
解
釈
で
き
る
。
引
用
元
の
『
天
聖
広
燈
録
』
巻
九
で
は
「
仏
道
上
立
此
人
」
と
「
上
」
の
字
が
存
す
る
。
な
お
『
聞
解
』
で
は
「
百

丈
山
此
文
見
易
、
是
仏
道
上
立
此
人
、
上
立
は
、
上
と
し
て
立
つ
る
、
建
立
の
義
に
見
る
」
と
注
釈
し
て
い
る
。
使
得
無
所
礙
風
…
妨
げ
ら

れ
る
こ
と
が
な
く
、
自
由
自
在
に
使
い
こ
な
す
こ
と
。「
使
得
」
は
使
い
こ
な
す
こ
と
で
、『
禅
語
』
に
は
「
得
は
動
詞
の
後
に
つ
い
て
、
可
能
・

完
成
を
あ
ら
わ
す
」（
三
五
〇
頁
）
と
あ
る
。「
風
」
は
自
由
自
在
な
も
の
の
喩
え
と
考
え
、
自
由
な
も
の
を
使
い
こ
な
す
こ
と
と
い
う
解
釈

も
で
き
る
。
無
礙
慧
…
何
も
の
を
も
妨
げ
な
い
智
慧
。
於
後
…
こ
こ
に
お
い
て
。
写
本
に
よ
っ
て
は
「
の
ち
に
お
い
て
」
と
訓
読
す
る
（【
校

異
】
参
照
）
が
、『
聞
書
抄
』
に
「
此
ノ
後
ト
云
ハ
、
非
前
後
之
後
、
無
礙
慧
ノ
上
ヲ
後
ト
サ
ス
ナ
リ
。
後
ヲ
ハ
、
コ
ヽ
ニ
ト
可
読
歟
（
此
の

後
と
云
は
、
前
後
の
後
に
あ
ら
ず
、
無
礙
慧
の
上
を
後
と
さ
す
な
り
。
後
を
ば
、
こ
こ
に
と
読
む
べ
き
か
）」（『
蒐
書
大
成
』
十
一
・
一
九
〇
頁
）

と
あ
り
、
こ
れ
を
【
書
き
下
し
】
の
読
み
に
反
映
さ
せ
た
。
福
智
…
福
慧
。
福
徳
と
智
慧
（『
禅
学
』
一
〇
六
四
頁
）。
自
由
…
完
全
な
主
体

性
を
確
立
す
る
こ
と
、臨
済
の
言
葉
で
い
え
ば
、随
処
に
主
と
な
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
在
無
碍
で
あ
る
こ
と
（『
禅
語
』
一
八
〇
頁
）。

五
陰
…
色
・
受
・
想
・
行
・
識
の
こ
と
。
後
註
「
不
壊
身
」
項
参
照
。
去
住
自
由
…
進
退
動
作
が
一
多
・
有
無
二
辺
に
迷
惑
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
ら
主
体
的
に
営
為
す
る
こ
と
を
い
う
。（『
禅
学
』
二
三
二
頁
）『
臨
済
録
』
に
「
不
染
生
死
、
去
住
自
由
」（『
大
正
蔵
』
四
七
・
四
九
七
頁
）

と
あ
る
が
、
道
元
禅
師
は
こ
れ
を
念
頭
に
百
丈
の
道
処
の
「
去
住
自
由
」
を
引
用
の
上
、
本
文
後
段
の
「
生
死
」
に
係
る
示
衆
を
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。「「
去
住
」
は
、
行
く
こ
と
と
留
ま
る
こ
と
で
、「
脱
著
」（
着
物
を
着
る
、
脱
ぐ
）
と
並
挙
さ
れ
る
「
生
死
」
の
譬
喩
で
あ
る
。

「
自
由
」
は
「
自
ら
に
由
る
」、「
自
分
で
決
め
る
こ
と
」（
齋
藤
智
寛
・
衣
川
賢
次
『
六
祖
壇
経
・
臨
済
録
』〈『
新
国
訳
大
蔵
経
』
中
国
撰
述
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六
〇

部
一
―
七
〉、
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
九
年
十
月
、
二
六
二
～
二
六
三
頁
）。
不
論
階
梯
勝
劣
（
階
梯
勝
劣
を
論
ぜ
ず
）
…
修
行
の
段
階
や
勝
劣

を
問
わ
な
い
。
浄
妙
国
土
…
浄
土
、
仏
土
。
般
若
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
四
十
巻
）
巻
三
十
八
に
「
善
財
童
子
白
言
、
聖
者
。
行
何
等
法
、

当
得
聖
者
浄
妙
国
土
。
文
殊
師
利
言
、
若
諸
菩
薩
能
於
一
切
無
憍
慢
心
、
於
諸
衆
生
生
平
等
心
、
於
諸
如
来
修
真
供
養
、
得
我
国
土
（
善
財

童
子
白
し
て
言
わ
く
、「
聖
者
よ
。
何
等
の
法
を
行
ぜ
ば
、
当
に
聖
者
の
浄
妙
国
土
を
得
る
や
」。
文
殊
師
利
言
わ
く
、「
若
し
諸
菩
薩
能
く
一

切
に
憍
慢
心
無
く
、
諸
衆
生
に
平
等
心
を
生
じ
、
諸
如
来
に
真
な
る
供
養
を
修
せ
ば
、
我
が
国
土
を
得
べ
し
）」（『
大
正
蔵
』
十
・
八
三
七
頁
）

と
あ
る
。
不
壊
身
…
常
住
の
身
体
、
法
身
の
こ
と
（『
禅
学
』
一
〇
六
〇
頁
）。「
不
壊
身
」
の
語
は
し
ば
し
ば
経
典
で
は
如
来
の
身
体
の
説
明

の
際
に
用
い
ら
れ
る
。「
不
壊
身
」
の
用
例
と
し
て
は
法
顕
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
一
（『
大
正
蔵
』
一
・
一
九
三
頁
）
に
「
金
剛
不
壊
身
」
の

語
が
、仏
陀
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
六
十
巻
）
巻
二
十
八
（『
大
正
蔵
』
九
・
五
八
三
頁
）
に
「
不
壊
身
」
の
説
明
が
あ
る
。
ま
た
、『
聯

燈
会
要
』
巻
六
「
趙
州
従
諗
」
章
（『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
二
〈
上
〉、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
十
月
、
二
六
四
頁
）
に
は
「
如
何
是

不
壊
性
、
師
云
、
四
大
五
蘊
」
の
語
が
見
ら
れ
、
趙
州
従
諗
（
七
七
八
～
八
九
七
）
は
、
四
大
五
蘊
を
不
壊
性
と
す
る
。
ま
た
道
元
禅
師
の

著
作
に
お
け
る
出
典
に
つ
い
て
は
、「
仏
性
訳
註
（
六
）」「
四
大
五
蘊
」
項
（
九
頁
）
参
照
。
造
次
…
日
常
生
活
に
お
け
る
僅
か
な
間
の
振
る

舞
い
の
こ
と
。
瑠
璃
光
寺
本
で
は
「
あ
り
さ
ま
」
と
読
む
。
語
義
に
つ
い
て
は
「
仏
性
訳
註
（
六
）」
九
頁
参
照
。
い
た
づ
ら
に
生
を
〜
死
を

恐
怖
す
る
こ
と
な
か
れ
…
「
愛
す
る
」
は
執
着
す
る
、「
恐
怖
す
る
」
は
恐
れ
る
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
道
元
禅
師
の
生
死
観
は
、「
身
心
学
道
」

の
巻
で
も
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。「
い
は
ゆ
る
生
死
は
凡
夫
の
流
転
な
り
と
い
へ
ど
も
、
大
聖
の
所
脱
な
り
。
超
凡
越
聖
せ
ん
、
こ
れ
を

真
実
体
と
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
に
二
種
七
種
の
し
な
あ
れ
ど
、
究
尽
す
る
に
、
面
面
み
な
生
死
な
る
ゆ
ゑ
に
恐
怖
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。

ゆ
ゑ
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
い
ま
だ
生
を
す
て
ざ
れ
ど
も
、
い
ま
す
で
に
死
を
み
る
。
い
ま
だ
死
を
す
て
ざ
れ
ど
も
、
い
ま
す
で
に
生
を
み
る
。

生
は
死
を
罣
礙
す
る
に
あ
ら
ず
、
死
は
生
を
罣
礙
す
る
に
あ
ら
ず
。
生
死
と
も
に
凡
夫
の
し
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
」（
四
〇
～
四
一
頁
）。
動

著
…
動
揺
す
る
こ
と
。
ま
た
心
が
ゆ
ら
ぎ
妄
想
を
起
す
こ
と
（『
禅
学
』
九
二
五
頁
）。
厭
却
…
嫌
う
こ
と
。「
却
」
は
動
詞
の
あ
と
に
添
え
意

味
を
強
め
る
助
字
。
外
道
…
仏
教
以
外
の
教
え
を
信
奉
す
る
人
々
。「
仏
性
訳
註
」（
一
）」「
先
尼
外
道
」
項
（
九
七
頁
）
参
照
。

【
直
訳
】

　

百
丈
山
大
智
禅
師
が
、
大
衆
に
示
し
て
言
っ
た
、
「
仏
は
最
上
乗
で
あ
り
、
上
上
智
で
あ
り
、
仏
道
立
此
人
で
あ
り
、
仏
有
仏
性
で
あ
り
、

導
師
で
あ
り
、
使
得
無
所
礙
風
で
あ
り
、
無
礙
慧
で
あ
る
。
後こ

こ

に
お
い
て
よ
く
因
果
を
使
得
し
、
福
智
自
由
で
あ
る
。
是
れ
車
と
な
し
て
因
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果
を
運
載
す
る
。
生
に
処
し
て
生
に
留
め
ら
れ
ず
、
死
に
処
し
て
死
に
妨
げ
ら
れ
ず
、
五
蘊
に
処
し
て
、
門
が
開
く
よ
う
に
、
五
蘊
に
妨
げ

ら
れ
ず
、
去
住
は
自
由
で
あ
り
、
出
入
は
難
く
な
い
。
も
し
よ
く
こ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
修
行
の
段
階
や
勝
劣
を
論
ず
る
こ
と
は
な
く
、

蟻
の
身
に
至
る
ま
で
も
、
た
だ
よ
く
こ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
浄
妙
国
土
で
あ
り
、
不
可
思
議
で
あ
る
」
。

　

こ
れ
が
す
な
わ
ち
百
丈
の
言
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
五
蘊
は
、
今
の
不
壊
身
で
あ
る
。
今
の
造
次
は
、
門
が
開
い
て
い
る
の
で

あ
り
、
不
被
五
陰
礙
で
あ
る
。
生
を
使
い
こ
な
す
の
に
、
生
に
留
め
ら
れ
ず
、
死
を
使
い
こ
な
す
の
に
、
死
に
妨
げ
ら
れ
な
い
。
む
や
み
に

生
を
愛
し
て
は
な
ら
な
い
、
や
み
く
も
に
死
を
恐
れ
て
は
な
ら
な
い
。
〈
生
死
は
〉
す
で
に
仏
性
の
所
在
で
あ
る
。
〈
生
を
愛
し
て
〉
動
揺
し

〈
死
を
恐
れ
て
〉
嫌
う
の
は
外
道
で
あ
る
。
〈
生
死
は
〉
目
の
前
の
あ
ら
ゆ
る
因
縁
と
認
め
る
の
は
、
使
得
無
礙
風
で
あ
る
。
こ
れ
が
最
上
乗

で
あ
る
是
仏
で
あ
る
。
こ
の
是
仏
の
所
在
が
そ
の
ま
ま
浄
妙
国
土
で
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

　

百
丈
山
大
智
禅
師
が
、
修
行
僧
達
に
示
し
て
言
っ
た
、
「
仏
は
最
も
優
れ
た
乗
り
物
で
あ
り
、
最
も
優
れ
た
智
慧
で
あ
り
、
仏
道
を
立
て

た
人
で
あ
り
、
有
仏
性
の
仏
で
あ
り
、
〈
衆
生
を
〉
導
く
師
で
あ
り
、
妨
げ
ら
れ
な
い
自
由
を
自
在
に
使
い
こ
な
す
の
で
あ
り
、
妨
げ
ら
れ

な
い
智
慧
で
あ
る
。こ
こ
に
お
い
て
因
果
を
使
い
こ
な
し
、
福
徳
と
智
慧
も
自
由
で
あ
る
。〈
仏
は
〉
車
と
な
っ
て
因
果
を
載
せ
て
運
ん
で
い
く
。

生
に
あ
っ
て
生
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
死
に
あ
っ
て
死
に
妨
げ
ら
れ
ず
、
五
蘊
の
身
の
ま
ま
で
、
門
が
開
い
て
い
る
よ
う
に
、
五
蘊
に
妨
げ

ら
れ
ず
、
行
く
も
留
ま
る
も
自
由
で
あ
り
、
出
る
も
入
る
も
難
く
な
い
。
も
し
こ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
修
行
の
段
階
や
勝
劣
を
問
う
必

要
は
な
く
、
〈
小
さ
な
〉
蟻
の
身
に
も
至
り
、
た
だ
こ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
全
て
が
浄
妙
の
仏
国
土
で
あ
り
、
不
可
思
議
で
あ
る
」
。

　

こ
れ
が
す
な
わ
ち
百
丈
の
言
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
五
蘊
と
は
、
今
の
〈
仏
性
と
し
て
の
〉
不
壊
の
身
体
の
こ
と
で
あ
る
。
今

の
振
る
舞
い
は
門
が
開
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
五
蘊
に
妨
げ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
生
を
使
い
こ
な
し
て
生
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
死
を

使
い
こ
な
し
て
死
に
妨
げ
ら
れ
な
い
。
む
や
み
に
生
を
愛
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
や
み
く
も
に
死
を
恐
れ
て
は
な
ら
な
い
。
〈
こ
の
生
死
は
〉

す
で
に
仏
性
の
在
処
（
あ
り
か
）
で
あ
る
。
〈
生
を
愛
し
て
〉
動
揺
し
〈
死
を
恐
れ
て
〉
嫌
う
の
は
外
道
で
あ
る
（
仏
教
で
は
な
い
）
。
〈
生

死
は
仏
性
の
在
処
で
あ
り
〉
目
の
前
の
あ
ら
ゆ
る
因
縁
（
現
象
）
〈
を
仏
性
〉
と
認
め
る
の
は
、
何
物
に
も
邪
魔
さ
れ
な
い
〈
仏
性
を
〉
自

由
に
使
い
こ
な
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
最
も
優
れ
た
乗
り
物
で
あ
る
是
仏
（
仏
そ
の
も
の
）
で
あ
り
、
こ
の
是
仏
の
い
る
場
所
こ
そ
が
、
浄

妙
の
仏
国
土
で
あ
る
。
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【
解
説
】

　

道
元
禅
師
が
「
仏
性
」
の
巻
で
、
こ
の
百
丈
懐
海
の
語
を
引
用
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
中
に
「
有
仏
性
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
引
用
文
は
百
丈
が
〝
仏
と
は
何
か
〟
に
つ
い
て
言
葉
を
換
え
て
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
が
「
是
仏

有
仏
性
」
で
あ
る
が
、
こ
の
引
用
文
を
挙
げ
て
の
拈
提
（
解
説
）
の
中
で
、
何
故
か
「
有
仏
性
」
の
語
に
触
れ
て
い
な
い
。
先
に
、
塩
官
斉

安
の
「
一
切
衆
生
有
仏
性
」
に
つ
い
て
の
拈
提
で
、
既
に
「
有
仏
性
」
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の

引
用
文
に
あ
る
「
五
蘊
」
の
語
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
五
蘊
に
関
わ
っ
て
生
死
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
生
死
」
が
「
仏
性
の

所
在
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
生
死
」
が
「
仏
性
の
所
在
」
で
あ
る
と
す
る
説
示
か
ら
は
、
次
の
「
生
死
」
の
巻
の

一
説
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

生
死
を
は
な
れ
ん
と
お
も
は
ん
人
、
ま
さ
に
こ
の
む
ね
を
あ
き
ら
む
べ
し
。
も
し
人
、
生
死
の
ほ
か
に
ほ
と
け
を
も
と
む
れ
ば
、
な
が

え
を
き
た
に
し
て
越
に
む
か
ひ
、
お
も
て
を
み
な
み
に
し
て
北
斗
を
み
ん
と
す
る
が
ご
と
し
。
い
よ
い
よ
生
死
の
因
を
あ
つ
め
て
、
さ

ら
に
解
脱
の
み
ち
を
う
し
な
へ
り
。
た
だ
生
死
す
な
は
ち
涅
槃
と
こ
こ
ろ
え
て
、
生
死
と
し
て
い
と
ふ
べ
き
も
な
く
、
涅
槃
と
し
て
ね

が
ふ
べ
き
も
な
し
。
こ
の
と
き
は
じ
め
て
生
死
を
は
な
る
る
分
あ
り
（
七
七
八
頁
）
。

こ
の
生
死
は
、
即
ち
仏
の
御
い
の
ち
也
。
こ
れ
を
い
と
ひ
す
て
ん
と
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
仏
の
御
い
の
ち
を
う
し
な
は
ん
と
す
る
也
。

こ
れ
に
と
ど
ま
り
て
生
死
に
著
す
れ
ば
、
こ
れ
も
仏
の
い
の
ち
を
う
し
な
ふ
也
、
仏
の
あ
り
さ
ま
を
と
ど
む
る
な
り
。
い
と
ふ
こ
と
な

く
、
し
た
ふ
こ
と
な
き
、
こ
の
と
き
は
じ
め
て
仏
の
こ
こ
ろ
に
い
る
（
七
七
八
～
七
七
九
頁
）
。

　

こ
れ
ら
の
一
節
の
趣
旨
は
、
生
死
輪
廻
す
る
世
界
の
ほ
か
に

0

0

0

涅
槃
を
求
め
て
は
な
ら
ず
、
生
死
輪
廻
す
る
世
界
の
中
に

0

0

「
ほ
と
け
」
が
あ

る
こ
と
を
言
う
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
生
死
の
中
に
仏
が
あ
る
と
す
る
「
生
死
」
の
巻
で
の
説
相
と
、
生
死
が
仏
性
の
所
在
で
あ
る
と
す
る

「
仏
性
」
の
巻
の
こ
の
段
の
説
相
と
は
関
連
性
が
あ
る
。
「
仏
性
」
の
巻
で
、
生
死
が
仏
性
の
所
在
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
生
死
輪
廻
す
る
凡

夫
世
界
こ
そ
仏
性
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
生
死
は
五
蘊
（
我
々
の
身
心
）
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
五
蘊
に
関
わ
っ
て
生
死
の
問
題
が
示
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

常
識
的
に
は
五
蘊
は
い
わ
ゆ
る
壊
身
（
死
を
免
れ
な
い
身
体
）
で
あ
り
、
「
不
壊
身
」
と
は
い
え
な
い
。
「
不
壊
身
」
に
つ
い
て
は
、
【
語
註
】

で
も
述
べ
た
が
、
常
住
の
身
体
、
法
身
の
こ
と
を
い
う
。
道
元
禅
師
が
「
い
は
ゆ
る
五
蘊
は
、
い
ま
の
不
壊
身
な
り
」
と
示
す
の
は
、
趙
州

従
諗
と
同
じ
く
、
「
四
大
五
蘊
」
を
仏
性
と
し
、
不
壊
の
性
そ
の
も
の
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
五
蘊
が
生
死
（
輪
廻
）
す
る
世
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六
三

界
の
あ
り
方
の
中
に
仏
性
が
あ
る
、
い
や
、
こ
の
世
界
が
仏
性
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
趙
州
の
公
案
に
関
し
て
は
、「
仏

性
訳
註
（
六
）
」
九
頁
、
「
四
大
五
蘊
」
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
生
死
を
「
有
仏
性
」
と
関
わ
ら
せ
て
考
え
れ
ば
、
「
有
仏
性
」
や
「
無
仏
性
」
の
有
や
無
を
〝
有
る
〟
〝
無
し
〟
の
有
無
と
解

釈
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
「
有
を
生
、
無
を
死
」
と
解
釈
し
て
生
死
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
生
死
こ
そ
仏
性
で
あ
る
こ

と
を
示
そ
う
と
し
た
こ
と
が
本
段
の
テ
ー
マ
と
も
思
わ
れ
る
。

　

道
元
禅
師
は
百
丈
の
「
仏
是
最
上
乗
」と
い
う
語
を
取
り
上
げ
て
「
こ
れ
最
上
乗
な
る
是
仏
な
り
」と
示
し
て
い
る
。
主
語
は
お
そ
ら
く
「
仏
」

と
思
わ
れ
る
が
、こ
こ
で
「
是
仏
」
と
い
う
語
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
普
通
の
言
い
方
で
は
「
こ
れ
最
上
乗
な
る
仏
な
り
」
で
あ
ろ
う
が
「
仏
」

を
「
是
仏
」
と
し
て
い
る
。
百
丈
の
言
う
「
是
」
は
、
仏
を
提
示
す
る
「
こ
れ
」
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
道
元
禅
師
は
こ
の

「
是
」
を
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
こ
の
「
是
仏
」
と
い
う
熟
語
で
あ
る
。

　

「
是
仏
」
と
言
え
ば
「
即
心
是
仏
」
の
語
が
思
い
浮
か
ぶ
。
「
即
心
是
仏
」
の
巻
で
道
元
禅
師
は
、
「
即
」
「
心
」
「
是
」
「
仏
」
そ
れ
ぞ
れ
の

語
に
つ
い
て
解
説
し
、
「
仏
百
草
を
拈
却
し
き
た
り
、
打
失
し
き
た
る
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
丈
六
の
金
身
に
説
似
せ
ず
。
即
公
案
あ
り
、
見

成
を
相
待
せ
ず
、
敗
壊
を
廻
避
せ
ず
。
是
三
界
あ
り
、
退
出
に
あ
ら
ず
、
唯
心
に
あ
ら
ず
。
心
牆
壁
あ
り
、
い
ま
だ
泥
水
せ
ず
、
い
ま
だ
造

作
せ
ず
」
（
四
四
頁
）
と
説
示
し
て
い
る
。
「
即
心
是
仏
」
と
は
一
般
的
に
は
「
心
こ
そ
仏
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
す
熟
語
で
あ
る
。
し

か
し
道
元
禅
師
は
「
心
」
を
い
わ
ゆ
る
「
こ
こ
ろ
」
と
は
受
け
取
ら
ず
、
総
て
の
も
の
ご
と
を
「
心
」
と
す
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
こ
で

は
詳
説
し
な
い
）
。
そ
し
て
「
是
」
に
つ
い
て
も
「
こ
れ
」
と
は
解
釈
せ
ず
「
三
界
」
つ
ま
り
全
界
（
「
三
界
は
全
界
な
り
」
〈
「
三
界
唯
心
」

の
巻
、
三
五
三
頁
〉
に
よ
る
）
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
仏
性
」
の
巻
で
の
「
是
仏
」
も
、〝
是
（
こ
）
の
仏
〟
で
は
な
く
「
是

（
ぜ
）
な
る
仏
」
と
仏
を
形
容
し
て
い
る
「
是
」
（
真
理
・
事
実
）
と
い
う
理
解
も
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
道
元
禅
師
は
百
丈
の
「
仏
是
最
上
乗
」
を
「
仏
は
是
（
ぜ
）
な
り
最
上
乗
な
り
」
と
読
み
、「
是
仏
道
立
此
人
」

を
「
是
仏
（
ぜ
ぶ
つ
）
は
道
立
此
人
な
り
」
と
読
み
、
「
是
仏
有
仏
性
」
を
「
是
仏
（
ぜ
ぶ
つ
）
は
有
仏
性
な
り
」
と
読
ん
で
い
る
と
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
百
丈
の
語
の
引
用
文
の
中
の
他
の
「
是
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
解
釈
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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六
四

　

黄
檗＊

、
在
二リ

テ

南
泉
ノ

茶
堂
ノ

内
一ニ

坐
ス

。
南
泉
、
問
二ウ

黄
檗
一ニ

、
定
慧
等
學

＊

＊

＊

、
明
見
佛
性
、

此
ノ

理
如い

か

ん何
。
黄
檗
曰＊

ク

、
十
二
時
中
不
レシ

テ

依
二

倚
セ

一
物
一ニ

始
メ
テ

得
シ

。
南
泉
云
、
莫
二シ

便
チ

是
レ

長
老
ノ

見
處
一ナ

ル
コ
ト

麼や

。
黄
檗
曰
ク

、
不＊

敢
。
南
泉
云＊

ク

、
醬＊

水
錢
ハ

且＊

ラ
ク

致＊

ク

、

艸
鞋＊

錢
ハ

教
二ン

什
麼
人
ヲ
シ
テ
カ

還
一エ

サ

。
黄＊

檗
便
チ

休
ス

。

　

い
は＊

ゆ
る
定

じ
ょ
う

慧え

等と
う

學＊
が
く

の
宗

し
ゅ
う

旨し

は
、
定

じ
ょ
う

學が
く

の
慧＊え

學＊
が
く

を
さ
へ
ざ
れ
ば
、
等と

う

學が
く

す
る
と＊

こ
ろ
に
、
明

み
ょ
う

見け
ん

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

の＊

あ
る
に
は
あ
ら
ず
、
明

み
ょ
う

見け
ん

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

の
と
こ
ろ
に
、
定

じ
ょ
う

慧え

等と
う

學が
く

の
學が

く

あ
る
な
り
、
此＊し

り理
如い

か

ん何
、
と
道ど

う

取し
ゅ

す
る
な
り
。
た
と
へ＊

ば
、
明

み
ょ
う

見け
ん

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

は
た＊

れ

が
所し

ょ

作さ

な
る
ぞ
、
と
道ど

う

取し
ゅ

せ
ん
も
お＊

な
じ
か
る
べ
し
。
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

等と
う

學が
く

、
明

み
ょ
う

見け
ん

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

、
此＊し

理り

如い
か

何ん

、
と
道＊

ど
う

取し
ゅ

せ
ん
も
道ど

う

得＊
と
く

な
り
。

　

黄お
う

檗＊
ば
く

い
は＊

く
、
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

中
ち
ゅ
う

不＊ふ

依＊え

倚＊い

一い
ち

物＊
も
つ

と＊

い
ふ
宗

し
ゅ
う

旨し

は
、
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

中
ち
ゅ
う

た
と
ひ＊

十じ
ゅ
う

二に

時じ

中
ち
ゅ
う

に
所＊

し
ょ

在ざ
い

せ
り
と
も
、
不ふ

依え

倚い

な
り
。
不ふ

依え

倚い

一い
ち

物も
つ

こ
れ
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

中
ち
ゅ
う

な
る

が
ゆ

＊

＊

ゑ
に
、
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

明
み
ょ
う

見け
ん

な
り
。
こ＊

の
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

中
ち
ゅ
う

、
い
づ
れ
の
時じ

節＊
せ
つ

到と
う

來＊
ら
い

な
り
と
か

せ
ん＊

、
い
づ
れ
の
國＊

こ
く

土ど

な
り
と
か
せ
ん
。
い
ま
い
ふ
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

は
、
人じ

ん

閒＊
か
ん

の
十＊

じ
ゅ
う

二に

時じ

な

檗
―
蘗
（
懐
）（
抄
）（
乾
）（
正
）（
龍
）（
洞
）（
瑠
）（
長
）（
玉
）

（
徳
）
、
以
下
略　
　

慧
―
恵
（
乾
）（
正
）（
龍
）
、
以
下
略　
　

等
―
䓁
（
乾
）（
正
）（
龍
）

學
―
覺
（
洞
）
、
以
下
略　
　

曰
―
云
（
懐
）　
　

不
敢
―
右
、「
フ

カ
ン
」
ア
リ
（
抄
）　
　

云
―
曰
（
抄
）

醬
―
漿
（
懐
）（
乾
）（
正
）（
龍
）（
洞
）（
瑠
）（
玉
）
、
将
（
抄
）

（
長
）
、
右
、
「
シ
ヤ
ウ
」
ア
リ
（
龍
）

且
―
旦
（
懐
）（
正
）（
洞
）
、
右
、「
シ
ハ
ラ
ク
」
ア
リ
（
抄
）（
玉
）
、

右
下
、
「
ク
」
ア
リ
（
龍
）
（
瑠
）
（
長
）

致
―
右
、「
ヲ
ク
」
ア
リ
（
抄
）　
　

鞋
―
鞵
（
長
）
（
玉
）
、
右
、

「
ア
イ
」
ア
リ
（
抄
）

黄
檗
便
休
―
上
欄
外
ニ
加
筆
ア
ル
モ
異
筆
ノ
可
能
性
ア
リ

（
懐
）
、ナ
シ
（
抄
）（
乾
）（
正
）（
龍
）（
長
）（
玉
）（
徳
）
、
左
、

「
此
後
黄
檗
便
休
ノ
四
字
ア
ル
ヘ
キ
歟
被
略
歟
」
ア
リ
（
抄
）

は
―
わ
（
瑠
）　
　

學
―
覚
、
右
、
「
学
」
ア
リ
（
抄
）

慧
―
右
、
「
エ
」
ア
リ
（
抄
）
（
瑠
）
、
左
、
「
惠
」
ア
リ
（
抄
）

學
―
右
、
「
カ
ク
」
ア
リ
（
瑠
）

と
こ
ろ
―
所
（
抄
）
、
以
下
略
、
処
（
瑠
）
、
以
下
略

の
―
ナ
シ
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）

此
理
如
何
―
此
ノ

理り

如い

何か
ん

（
瑠
）
、
此
ノ

理
如
何
（
長
）

へ
―
え
（
正
）
、
ゑ
（
瑠
）　
　

た
れ
―
誰
（
抄
）

お
な
じ
―
同
（
抄
）
、ヲ
ナ
シ
（
乾
）（
正
）（
龍
）（
瑠
）（
長
）（
玉
）

此
―
右
下
、「
ノ
」
ア
リ
（
龍
）　
　

道
取
せ
ん
も
―
ナ
シ
（
乾
）

得
―
右
、
「
テ
」
ア
リ
（
長
）

檗
―
右
下
、
「
ノ
」
ア
リ
（
龍
）　
　

は
―
わ
（
瑠
）　
　

不
依
倚
―
右
、
「
フ
エ
イ
」
ア
リ
（
瑠
）　
　

依
倚
―
右
、「
エ
イ
」（
抄
）
ア
リ　
　

倚
―
左
、「
ヨ
リ
」
ア
リ
（
抄
）

物
―
右
、「
モ
ツ
」
ア
リ
（
瑠
）　
　

と
―
ナ
シ
（
乾
）（
正
）（
洞
）

（
瑠
）
（
長
）
（
玉
）
（
徳
）　
　

ひ
―
い
（
瑠
）　
　

所
―
処
（
懐
）
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
（
洞
）
（
瑠
）

が
―
ナ
シ
（
抄
）　
　

ゆ
ゑ
―
ゆ
へ
（
懐
）（
乾
）（
正
）（
龍
）（
洞
）

こ
の
―
此
（
抄
）
（
瑠
）
、
右
、
「
コ
ノ
」
ア
リ
（
瑠
）

節
―
右
、
「
セ
ツ
」
ア
リ
（
抄
）　
　

來
―
来
（
懐
）
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
（
洞
）　
　

ん
―
む
（
抄
）　

國
―
国
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
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六
五

る
べ
き
か
、
佗＊た

那な

裏＊り

に
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

の
あ
る
か
、
白＊

び
ゃ
く

銀＊
ご
ん

世せ

界か
い

の
十

じ
ゅ
う

二に

時じ

の
し
ば
ら
く
き

た
れ
る
か
。
た＊

と
ひ
此＊し

土ど

な
り
と
も
、
た
と
ひ
佗た

界か
い

な
り
と
も
不ふ

依え

倚＊い

な
り
。
す
で
に

十じ
ゅ
う

二に

時じ

中
ち
ゅ
う

な
り
、
不ふ

依え

倚い

な
る
べ
し
。

　

莫＊
ま
く

便べ
ん

是し

長
ち
ょ
う

老ろ
う

見け
ん

處し
ょ

麼も

と
い＊

ふ
は
、
こ＊

れ
を
見け

ん

處し
ょ

と
は
い
ふ
ま
じ
や
、
と
い
ふ
が
ご＊

と
し
。
長

ち
ょ
う

老ろ
う

見け
ん

處し
ょ

麼も

と
道ど

う

取し
ゅ

す
と
も
、
自じ

己こ

な
る
べ
し
と
囘＊

か
い

頭と
う

す
べ
か
ら
ず
。
自じ

己こ

に＊

的＊
て
き

當と
う

な
り
と
も
黄お

う

檗ば
く

に
あ
ら
ず
。
黄お

う

檗ば
く

か＊

な
ら
ず
し
も
自じ

己こ

の
み
に
あ
ら
ず
。

長
ち
ょ
う

老ろ
う

見け
ん

處し
ょ

は
露＊ろ

迥＊
け
い

迥け
い

な
る
が
ゆ
ゑ＊

に
。

※
懐
奘
書
写
本
の
書
き
改
め
ナ
シ
。

閒
―
間
（
懐
）
（
抄
）
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
（
洞
）
（
長
）
（
玉
）

十
二
時
な
る
べ
き
か
佗
那
裏
に
―
ナ
シ
（
乾
）

佗
那
裏
―
他
那
裏
（
懐
）
（
抄
）
（
龍
）
（
洞
）
（
長
）
（
玉
）
、
他

那
裡
（
正
）
、
以
下
略
、
右
、
「
タ
ナ
リ
」
ア
リ
（
瑠
）

白
銀
―
右
、
「
ヒ
ヤ
ク
イ
ン
」
ア
リ
（
瑠
）

銀
―
右
、
「
コ
ン
」
ア
リ
（
抄
）

た
と
ひ
―
た
と
い
（
瑠
）
、
以
下
略　
　

此
土
―
右
、「
シ
ト
」
ア
リ
（
瑠
）
倚
―
右
、「
イ
」
ア
リ
（
抄
）

莫
便
是
長
老
見
處
麼
―
莫
二シ

便
是
レ

長
老
ノ

見
處
一

麼
（
龍
）

い
ふ
―
云
（
抄
）　
　

こ
れ
―
是
（
抄
）
（
瑠
）
、
右
、
「
コ
レ
」

ア
リ
（
瑠
）　

ご
と
し
―
如
シ
（
抄
）

囘
頭
―
回
頭
（
懐
）（
乾
）（
正
）（
洞
）（
瑠
）
、
右
、「
ク
ワ
イ
ト
ウ
」

（
抄
）
、「
ウ
イ
テ
ウ
」（
長
）（
玉
）（
徳
）　
　

に
―
ナ
シ
（
玉
）

的
當
―
「
的
」
ノ
右
、「
テ
キ
」
ア
リ
（
抄
）
、
右
、「
テ
キ
ト
ウ
」
、

左
、
「
マ
サ
シ
ク
ア
タ
リ
」
ア
リ
（
瑠
）

か
な
ら
ず
し
も
―
必
シ
モ
（
抄
）
、
か
ら
す
し
も
（
玉
）

露
―
右
、「
ロ
」
ア
リ
（
抄
）
、
左
、「
ア
ラ
ハ
ル
」
ア
リ
（
抄
）
、

左
、
「
ア
ラ
ハ
ル
丶
」
ア
リ
（
長
）
（
徳
）

迥
迥
―
回
回
（
懐
）（
乾
）（
正
）（
龍
）（
洞
）（
瑠
）（
長
）（
玉
）

（
徳
）
、
右
、「
ウ
イ
〳
〵
」
ア
リ
（
玉
）
（
徳
）
、「
ケ
イ
〳
〵
」

ア
リ
（
抄
）
（
長
）
左
、
「
ア
ラ
ハ
ル
丶
」
ア
リ
（
玉
）

ゑ
―
へ
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
（
洞
）
（
玉
）
（
徳
）

【
書
き
下
し
】

　

黄お
う
ば
く檗

、
南な

ん
せ
ん泉

の
茶さ

堂ど
う

の
内う

ち

に
在あ

り
て
坐ざ

す
。
南な

ん
せ
ん泉

、
黄お

う
ば
く檗

に
問と

う
、
「
定じ

ょ
う
え慧

等と
う
が
く學

、
明

み
ょ
う
け
ん見

佛
ぶ
っ
し
ょ
う性

、
此こ

の
理り

如い

か

ん何
」
。
黄お

う
ば
く檗

曰い
わ

く
、
「
十じ

ゅ
う
に二

時じ
ち
ゅ
う中

一い
ち
も
つ物

に
依え

い倚
せ
ず
し
て
始は

じ

め
て
得よ

し
」
。
南な

ん
せ
ん泉

云い
わ

く
、「
便

す
な
わ

ち
是こ

れ
長

ち
ょ
う
ろ
う老

の
見け

ん
し
ょ處

な
る
こ
と
莫な

し
麼や

」
。
黄お

う
ば
く檗

曰い
わ

く
、「
不ふ

敢か
ん

」
。
南な

ん

泉せ
ん

云い
わ

く
、

「
醬

し
ょ
う

水す
い

錢せ
ん

は
且し

ば

ら
く
致お

く
、
艸そ

う
あ
い
せ
ん

鞋
錢
は
什な

麼に

人び
と

を
し
て
か
還
え
さ
し
め
ん
」
。
黄お

う
ば
く檗

便
す
な
わ

ち
休

き
ゅ
う

す
。



『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
性
」
巻
訳
註
（
九
）
（
角
田
）

六
六

【
語
註
】

黄
檗
在
〜
黄
檗
便
休
…
出
典
は
『
天
聖
広
灯
録
』
巻
八
「
筠
州
黃
檗
鷲
峰
山
断
際
禅
師
章
」
で
、
「
師
一
日
在
茶
堂
内
坐
。
南
泉
下
来
問
、

定
慧
等
学
、
明
見
仏
性
。
此
理
如
何
。
師
云
、
十
二
時
中
依
倚
一
物
。
泉
云
、
莫
便
是
長
老
見
處
麼
。
師
云
、
不
敢
。
泉
云
、
漿
水
銭
且

置
。
草
鞋
銭
教
什
麼
人
還
。
師
便
休
（
師
一
日
茶
堂
內
に
在
り
坐
す
。
南
泉
下
に
来
た
り
て
問
う
、
定
慧
等
学
、
明
見
仏
性
、
此
の
理
は
如

何
。
師
云
く
、
十
二
時
中
、
一
物
に
依
倚
す
。
泉
云
く
、
便
ち
是
れ
長
老
の
見
る
処
莫
き
や
。
師
云
く
、
不
敢
。
泉
云
く
、
漿
水
銭
は
且
く

置
く
。
草
鞋
銭
は
什
麼
人
を
し
て
か
還
さ
ん
。
師
便
ち
休
す
）
」（
『
禅
学
叢
書
』
五
・
四
〇
七
頁
）
と
あ
る
。
定
慧
等
学
…
定
（
禅
定
）
と
慧
（
智

慧
）
を
等
し
く
学
ぶ
こ
と
。
定
と
慧
は
水
と
波
の
よ
う
に
一
体
で
、
前
後
の
な
い
関
係
で
あ
り
、
こ
の
事
実
を
具
現
す
る
こ
と
を
い
う
（
『
禅

学
』
五
二
九
頁
）
。
黄
檗
…
黄
檗
希
運
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。
南
岳
下
。
閩び

ん

県
（
福
建
省
福
州
）
の
人
。
福
州
の
黄
檗
山
で
出
家
、
の

ち
天
台
に
遊
び
、
更
に
百
丈
山
（
江
西
省
）
の
懐
海
の
弟
子
と
な
り
、
そ
の
玄
旨
を
得
た
。
大
安
寺
に
住
し
、
会
下
に
多
く
の
弟
子
を
集
め

た
。
ま
た
、
相
国
裴
休
の
請
に
応
じ
て
鐘
陵
（
江
南
省
）
に
行
き
故
山
を
懐
し
み
黄
檗
山
と
名
づ
け
、
開
祖
と
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
黄
檗
の

門
風
大
い
に
振
っ
た
。
の
ち
会
昌
二
年
（
八
四
二
）
に
竜
興
寺
に
移
り
、
大
中
二
年
（
八
四
八
）
宛
陵
（
安
徽
省
）
の
開
元
寺
に
住
し
、
大

中
一
〇
年
ご
ろ
没
し
た
。
弟
子
に
中
国
臨
済
宗
の
始
祖
臨
済
義
玄
ら
が
い
る
。
裴
休
の
集
録
し
た
法
語
集
に
〔
傳
心
法
要
〕
が
あ
り
、
禅
家

の
「
心
」
に
つ
い
て
委
曲
を
つ
く
し
て
述
べ
て
い
る
。
大
中
年
間
（
八
四
七
～
八
五
九
）
示
寂
。
断
際
禅
師
と
諡
さ
る
（
『
禅
学
』
一
九
二

頁
）
。
な
お
、
『
中
國
佛
教
人
名
大
辭
典
』
（
上
海
辭
書
出
版
社
、
一
九
九
九
年
十
一
月
、
三
一
一
頁
）
で
は
、
生
没
年
を
「
～
八
五
〇
」
と

す
る
。
南
泉
…
南
泉
普
願
（
七
四
八
～
八
三
四
）
の
こ
と
。
南
岳
下
。
天
宝
七
年
生
れ
。
鄭
州
（
河
南
省
）
新
鄭
の
人
。
俗
姓
は
王
氏
。
至

徳
二
年
（
七
五
七
）
父
母
に
願
い
、
密
県
（
河
南
省
）
大
隈
山
の
大
慧
に
つ
い
て
受
業
す
る
。
大
暦
一
二
年
（
七
七
七
）
三
〇
歳
の
時
、
嵩

岳
（
河
南
省
）
会
善
寺
の
暠
律
師
に
よ
っ
て
受
具
す
る
。
初
め
性
相
の
学
を
修
し
、
さ
ら
に
三
論
等
を
学
ん
だ
が
、
玄
機
は
経
論
の
外
に
あ

る
旨
を
さ
と
り
、
つ
い
に
馬
祖
道
一
に
参
じ
て
そ
の
法
を
嗣
ぐ
。
貞
元
一
一
年
（
七
九
五
）
池
陽
（
安
徽
省
）
南
泉
山
に
留
錫
し
、
禅
院
を

構
築
し
、
山
に
入
っ
て
木
を
切
り
、
田
を
耕
し
つ
つ
禅
道
を
鼓
吹
し
、
自
ら
王
老
師
と
称
し
て
三
〇
年
間
山
を
下
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
太

和
（
八
二
七
～
八
三
五
）
の
初
め
、
池
陽
の
前
太
守
の
陸
亘
は
南
泉
に
参
じ
て
師
の
礼
を
と
る
。
趙
州
従
諗
・
長
沙
景
岑
・
子
湖
利
蹤
な
ど

多
く
の
弟
子
を
接
化
す
る
。
太
和
八
年
一
〇
月
二
一
日
疾
と
な
り
同
年
一
二
月
二
五
日
示
寂
・
世
寿
八
七
。
同
九
年
、
全
身
を
塔
に
入
れ
る
（
『
禅

学
』
一
〇
六
二
頁
）
。
茶
堂
…
住
持
の
行
礼
の
と
こ
ろ
。
も
と
は
法
堂
の
後
、
寝
堂
（
方
丈
）
の
前
に
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
方
丈
を
あ
て
る

（
『
禅
学
』
三
八
五
頁
）
。
『
禅
学
辞
典
』
に
は
、「
茶
室
の
こ
と
」
（
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
刊
行
会
、
一
九
五
八
年
三
月
、
四
三
〇
頁
）
と
あ
る
。
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六
七

定
慧
等
学
明
見
仏
性
…
禅
定
と
智
慧
を
等
し
く
学
べ
ば
、
明
ら
か
に
仏
性
を
見
る
。
こ
の
句
は
、
北
本
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
一
〇
の
「
善
男

子
。
十
住
菩
薩
智
慧
力
多
三
昧
力
少
。
是
故
不
得
明
見
仏
性
。
声
聞
縁
覚
三
昧
力
多
智
慧
力
少
。
以
是
因
縁
不
見
仏
性
。
諸
仏
世
尊
定
慧
等

故
明
見
仏
性
了
了
無
礙
。
如
観
掌
中
菴
摩
勒
果
（
善
男
子
よ
。
十
住
菩
薩
の
智
慧
力
多
く
三
昧
力
少
な
し
。
是
の
故
に
明
見
仏
性
す
る
を
得

ず
。
声
聞
・
縁
覚
の
三
昧
力
多
く
智
慧
力
少
な
し
。
是
の
因
縁
を
以
て
仏
性
を
見
ず
。
諸
仏
世
尊
の
定
慧
等
し
き
が
故
に
明
見
仏
性
、
了
了

無
礙
な
り
。
掌
中
に
菴
摩
勒
果
を
観
ず
る
が
如
し
）
」
（
『
大
正
蔵
』
一
二
・
五
四
七
頁
）
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
。
十
二
時
中
不
依
倚
一
物

始
得
…
一
日
中
一
物
に
も
寄
り
か
か
ら
な
い
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
「
十
二
時
」
は
、
一
昼
夜
。
一
日
中
（
『
禅
学
』
四
九
一
頁
）
。
「
始
得
」
は
、

…
し
て
や
っ
と
合
格
（
『
禅
語
』
一
七
四
頁
）
。
長
老
…
住
持
・
和
尚
を
称
す
る
敬
称
（
『
禅
学
』
八
六
九
頁
）
。
『
御
抄
』
に
は
、
「
不
依
倚
一

物
始シ

得テ

と
云
は
、
無
別ベ

ツ

義ギ

い
ひ
は
つ
る
こ
と
ば
な
り
」
（
『
蒐
書
大
成
』
十
一
・
二
〇
八
～
二
〇
九
頁
）
と
あ
る
。
不
敢
…
進
ん
で
…
し
な
い
。

思
い
切
っ
て
…
し
よ
う
と
は
し
な
い
こ
と
。
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。
不
敢
当
。
謙
遜
の
挨
拶
語
（
『
禅
学
』
一
〇
六
一
頁
）
。
ど
う
い
た
し
ま

し
て
と
い
う
挨
拶
の
語
。
謙
遜
し
て
言
う
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
と
が
あ
る
（
『
禅
語
』
三
九
六
頁
）
。
『
聞
解
』
に
は
、「
不
敢
の
言
ば
は
、

宋
土
で
、
已
に
有
る
芸
能
を
人
に
問
は
ん
時
、
手
前
に
あ
る
芸
能
を
其
通
り
に
い
は
ん
と
て
も
、
先
づ
卑
下
し
て
、
不
敢
左
様
で
も
ご
ざ
ら

ぬ
と
云
ふ
言
ば
な
り
」
と
あ
る
（
『
蒐
書
大
成
』
一
七
・
二
二
頁
）
。
『
私
記
』
に
は
、
「
も
と
お
の
れ
に
あ
る
能
を
問
取
せ
ら
る
る
に
、
な
か

な
か
あ
た
は
じ
と
謙
遜
す
る
こ
と
ば
な
り
、
し
か
る
を
転
じ
て
い
や
は
や
、
さ
や
う
に
て
ご
ざ
ら
ぬ
と
、
謙
遜
し
な
が
ら
言
外
に
能
を
あ
ら

は
す
こ
と
ば
と
な
る
」
と
あ
る
（
『
蒐
書
大
成
』
一
九
・
五
七
五
頁
）
。
漿
水
銭
…
「
漿
」
は
「
こ
ん
ず
」
、
お
も
ゆ
。
ま
た
は
「
つ
く
り
み
ず
」

で
、
ゆ
ざ
ま
し
に
し
て
飲
用
と
す
る
も
の
。
「
漿
水
銭
」
は
行
脚
に
於
け
る
飲
食
費
（
『
春
秋
社
本
』
一
・
三
六
頁
）
。
且
致
…
「
且
置
」
に
同

じ
。
…
は
と
も
か
く
と
し
て
、
さ
て
お
い
て
（
『
禅
語
』
一
八
七
～
一
八
八
頁
）
。
草
鞋
銭
…
わ
ら
じ
代
。
漿
水
銭
・
草
鞋
銭
い
ず
れ
も
修
行

そ
の
も
の
を
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
於
て
仏
性
を
尽
く
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
（
『
春
秋
社
本
』
一
・
三
六
頁
）
。
十
二
時
中
不
依
倚
一
物
…
一

日
中
一
物
に
も
依
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
「
始
得
」
の
語
が
省
か
れ
て
い
る
。
『
御
抄
』
に
、
「
十
二
時
中
は
何
事
の
答
哉
、
こ
れ
定
慧
等
学
明

見
仏
性
を
答

コ
ト
ル

也
。
諸
悪
莫
作
程
の
詞
な
り
。
十
二
時
中
は
、
不
依
倚
一
物
な
り
。
莫マ

ク

作サ

の
心
な
り
」
（
十
二
時
中
は
何
事
の
答
な
り
や
、
こ

れ
定
慧
等
学
明
見
仏
性
を
答
る
な
り
。
諸
悪
莫
作
ほ
ど
の
こ
と
ば
な
り
。
十
二
時
中
は
、
不
依
倚
一
物
な
り
。
莫
作
の
こ
こ
ろ
な
り
。
）
（
『
蒐

書
大
成
』
十
一
・
二
〇
八
頁
）
と
あ
り
、「
不
依
倚
一
物
」
は
、「
莫
作
」
の
意
味
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
と
こ
ろ
で
道
元
禅
師
が
言
う
「
莫
作
」

と
は
「
作
す
こ
と
莫
か
れ
」
（
行
っ
て
は
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

）
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
「
作
す
こ
と
莫
（
な
）
し
」
（
行
う
こ
と
が
な
い

0

0

0

0

0

0

0

）
と
い
う

意
味
で
あ
る
が
（
「
諸
悪
莫
作
」
の
巻
参
照
）
、
こ
の
『
御
抄
』
の
解
説
は
、
「
不
依
倚
一
物
」
と
は
〝
一
日
中
、
〈
仏
性
以
外
の
〉
何
物
に
も
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六
八

依
っ
て
は
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

〟
と
い
う
の
で
は
な
く
、
〝
一
日
中
、
〈
仏
性
以
外
の
〉
何
物
に
も
依
る
こ
と
が
な
い

0

0

0

0

0

0

0

〟
と
い
う
道
理
を
示
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
前
註
「
十
二
時
中
不
依
倚
一
物
始
得
」
項
も
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
所
在
（
処
在
）
…
あ
り
か
。
『
御
抄
』
に
は
、
「
処
在
と

云
は
不
依
倚
の
処
在
也
と
可
心
得
也
。
去
来
の
蹤せ

う

跡せ
き

に
か
ゝ
は
れ
ぬ
ゆ
へ
に
、
不
依
倚
と
ゝ
か
る
。
又
不
の
字
を
不
加
、
依
倚
と
ゝ
け
ど
も
、

よ
ら
ず
と
心
得
也
。
如
葛
藤
依
樹
と
は
い
へ
ど
も
、
只
葛
藤
々
々
を
ま
つ
ふ
と
心
得
ご
と
く
な
り
」
（
処
在
と
云
は
不
依
倚
の
処
在
な
り
と

心
得
べ
き
な
り
。
去
来
の
蹤せ

う

跡せ
き

に
か
ゝ
は
れ
ぬ
ゆ
へ
に
、
不
依
倚
と
ゝ
か
る
。
又
不
の
字
を
加
え
ず
、
依
倚
と
ゝ
け
ど
も
、
よ
ら
ず
と
心
得

る
な
り
。
如
葛
藤
依
樹
と
は
い
へ
ど
も
、
只
だ
葛
藤
々
々
を
ま
つ
ふ
と
心
得
ご
と
く
な
り
）
（
『
蒐
書
大
成
』
十
一
・
二
〇
八
頁
）
と
あ
る
が
、

こ
の
「
葛
藤
々
々
を
ま
つ
ふ
」
と
は
、
「
葛
藤
」
の
巻
に
あ
る
「
お
ほ
よ
そ
諸
聖
と
も
に
葛
藤
の
根
源
を
裁
断
す
る
参
学
に
趣
向
す
と
い
へ

ど
も
、
葛
藤
を
も
て
葛
藤
を
き
る
を
裁
断
と
い
ふ
と
参
学
せ
ず
、
葛
藤
を
も
て
葛
藤
を
ま
つ
ふ
と
し
ら
ず
」
（
三
三
一
頁
）
と
い
う
記
述
の

こ
と
で
、
こ
れ
を
元
に
「
依
倚
」
の
解
釈
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
道
元
禅
師
に
よ
る
用
例
は
、
「
這
裏
是
什
麼
処
在
」
な
ど

の
形
で
公
案
の
中
で
取
り
挙
げ
ら
れ
、
た
と
え
ば
『
永
平
広
録
』
巻
六
、
第
四
一
四
上
堂
で
は
黄
龍
慧
南
に
関
す
る
上
堂
の
中
に
同
句
が
見

え
る
（
『
春
秋
社
本
』
十
一
・
一
四
〇
頁
）
。
『
中
国
語
大
辞
典
』
上
で
は
、
「
処
在
十
字
路
口
」
を
「
岐
路
に
立
つ
」
（
角
川
書
店
、
一
九
九
四

年
三
月
、
四
六
〇
頁
）
と
訳
す
。
白
銀
世
界
…
清
浄
無
垢
で
、
ま
っ
た
く
塵
埃
を
絶
し
た
、
本
来
自
性
清
浄
心
を
い
う
。
正
位
一
色
、
空
界

無
物
の
実
態
を
形
容
し
た
語
（
『
禅
学
』
一
〇
一
四
頁
）
。
『
景
徳
伝
燈
録
』
「
汝
州
首
山
省
念
禅
師
章
」
に
は
、
「
白
銀
世
界
金
色
身　

情
与

非
情
共
一
真　

明
暗
尽
時
倶
不
照　

日
輪
午
後
見
全
身
（
白
銀
世
界
金
色
身
、
情
と
非
情
と
共
に
一
真
、
明
暗
尽
く
る
時
俱
に
照
ら
さ
ず
、

日
輪
午
後
全
身
を
見
る
）
」
（
『
禅
文
化
本
』
二
五
七
頁
下
）
と
あ
る
。
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
「
普
賢
居
白
銀
世
界
、
文
珠
居
黄
金
世
界
」
（
『
大

正
蔵
』
七
六
・
七
五
五
下
）
と
あ
り
、
白
銀
世
界
は
普
賢
菩
薩
が
居
る
世
界
と
も
言
わ
れ
る
。
い
ふ
ま
じ
や
…
言
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
聞
解
』

に
は
、
「
い
ふ
ま
じ
や
と
は
大
和
言
葉
に
、
ま
じ
き
に
や
と
云
ふ
を
、
き
に
の
二
字
を
略
す
、
真
に
書
け
ば
、
間マ

ジ

キ敷
也
、
う
た
が
ひ
の
辞
也
、

言
ば
其
れ
を
、
衲
僧
た
る
長
老
の
見
處
と
は
、
云
ふ
べ
か
ら
ず
」
（
『
蒐
書
大
成
』
一
七
・
二
一
～
二
二
頁
）
と
あ
る
。
回
頭
…
①
こ
う
べ
を

め
ぐ
ら
す
。
ふ
り
返
る
。
②
反
省
す
る
。
③
戻
る
。
来
た
と
こ
ろ
へ
帰
る
（
『
禅
学
』
一
四
三
頁
）
。
こ
こ
で
は
①
の
意
。
的
当
…
要
点
。
大

事
な
点
。
た
し
か
。
確
当
（
『
禅
学
』
八
八
二
頁
）
。
「
的
中
す
る
」
「
当
て
は
ま
る
」
の
意
も
あ
る
。
現
代
語
訳
で
は
「
全
く
同
じ
」
と
訳
し

た
。
露
迥
迥
…
明
ら
か
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
さ
ま
（
『
禅
学
』
一
三
二
一
頁
）
。
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六
九

【
直
訳
】

　

黄
檗
（
希
運
）
が
南
泉
（
普
願
）
の
茶
堂
内
に
坐
っ
て
い
た
。
南
泉
が
黄
檗
に
尋
ね
た
、
「
定
学
と
慧
学
を
等
学
す
る
こ
と
で
、
明
ら
か

に
仏
性
を
見
る
〈
と
い
う
が
〉
、
此
の
道
理
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
。
黄
檗
が
言
っ
た
、
「
十
二
時
中
一
物
に
も
依
り
か
か
ら
な
い
の
が
良
い

で
し
ょ
う
」
。
南
泉
が
言
っ
た
、
「
こ
れ
は
長
老
の
見
解
で
は
な
か
ろ
う
か
」
。
黄
檗
が
言
っ
た
、
「
不
敢
」
。
南
泉
が
言
っ
た
、
「
飲
食
代
は
と

も
か
く
、
わ
ら
じ
代
は
什な

麼に

人び
と

に
還
さ
せ
る
の
か
」
。
黄
檗
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。

　

こ
こ
に
言
う
定
慧
等
学
の
宗
旨
は
、
定
学
は
慧
学
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
等
学
す
る
こ
と
に
よ
り
明
見
仏
性
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

明
見
仏
性
す
る
と
こ
ろ
に
、
定
慧
等
学
の
学
が
あ
る
の
で
あ
り
、
「
此
理
如
何
」
と
道
取
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
明
見
仏
性
は
誰
の

所
作
で
あ
る
の
か
」
と
道
取
す
る
の
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
「
仏
性
等
学
、
明
見
仏
性
、
此
理
如
何
」
と
道
取
す
る
の
も
、
道
得
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

黄
檗
が
言
う
、
「
十
二
時
中
不
依
倚
一
物
」
と
い
う
言
葉
の
宗
旨
は
、
十
二
時
中
が
た
と
え
十
二
時
中
に
所
在
し
て
い
て
も
、
「
不
依
倚
」

な
の
で
あ
る
。
不
依
倚
一
物
は
十
二
時
中
で
あ
る
か
ら
、
仏
性
を
明
ら
か
に
見
る
の
で
あ
る
。
こ
の
十
二
時
中
は
、
い
ず
れ
の
時
節
到
来
と

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
こ
の
国
土
で
あ
る
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
い
ま
言
う
こ
の
十
二
時
は
、
人
間
〈
界
〉
の
十
二
時
で
あ
ろ
う
か
、
他
の

世
界
に
十
二
時
が
あ
る
の
か
、
白
銀
世
界
の
十
二
時
が
し
ば
ら
く
来
て
い
る
の
か
。
た
と
え
こ
の
国
土
で
あ
っ
て
も
、
た
と
え
他
の
世
界
で

あ
っ
て
も
「
不
依
倚
」
で
あ
る
。
す
で
に
十
二
時
中
で
あ
り
、
「
不
依
倚
」
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

「
こ
れ
は
長
老
の
見
解
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
〈
南
泉
が
〉
言
っ
た
の
は
、
「
こ
れ
を
見
解
と
は
言
わ
な
い
だ
ろ
う
」
と
言
う
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
「
長
老
の
見
解
か
」
と
言
っ
た
と
し
て
も
、
自
己
〈
の
見
解
〉
で
あ
る
は
ず
だ
と
回
頭
し
て
は
な
ら
な
い
。
自
己
に
的
当
で
あ
っ

て
も
黄
檗
で
は
な
い
。
黄
檗
は
必
ず
し
も
自
己
の
み
で
は
な
い
。
長
老
の
見
解
は
隠
れ
る
こ
と
な
く
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。

【
現
代
語
訳
】

　

黄
檗
（
希
運
）
が
南
泉
（
普
願
）
の
茶
堂
内
で
坐
っ
て
い
た
。
南
泉
が
黄
檗
に
尋
ね
た
、
「
禅
定
と
智
慧
を
等
学
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に

仏
性
を
見
る
と
い
う
が
、こ
の
道
理
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
。
黄
檗
が
言
っ
た
、「
一
日
中
一
物
に
も
依
り
か
か
ら
な
い
の
が
良
い
で
し
ょ
う
」
。

南
泉
が
言
っ
た
、
「
こ
れ
は
長
老
の
見
解
で
は
な
か
ろ
う
か
」
。
黄
檗
が
言
っ
た
、
「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
」
。
南
泉
が
言
っ
た
、
「
飲
食
代
は

と
も
か
く
、
わ
ら
じ
代
は
誰
に
返
さ
せ
る
の
か
」
。
黄
檗
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
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〇

　

こ
こ
に
言
う
「
定
慧
等
学
〈
云
々
〉
」
の
宗
門
で
の
解
釈
は
、
〈
定
学
（
禅
定
）
と
慧
学
（
智
慧
）
は
一
如
で
あ
っ
て
〉
定
学
は
慧
学
を
妨

げ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
定
学
と
慧
学
を
等
学
す
る
（
等
し
く
学
ぶ
）
こ
と
で
明
ら
か
に
仏
性
を
見
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

明
ら
か
に
仏
性
を
見
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
定
学
と
慧
学
を
等
学
す
る
と
い
う
〝
学
び
〟
が
あ
る
の
で
あ
り
、
〈
そ
の
こ
と
を
南
泉
が
〉
「
此

理
如
何
（
こ
の
道
理
は
こ
う
な
の
だ
）
」
と
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
明
見
仏
性
と
は
〝
誰
〟
（
仏
性
）
の
所
作
で
あ
る
の
だ
」

と
言
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
〈
し
た
が
っ
て
〉「
仏
性
等
学
、
明
見
仏
性
、
此
理
如
何
」と
言
っ
て
も
、
言
い
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

黄
檗
が
言
っ
た
、
「
十
二
時
中
不
依
倚
一
物
」
と
い
う
言
葉
の
宗
門
で
の
解
釈
は
、
一
日
中
た
と
え
時
間
の
中
に
あ
っ
て
時
間
か
ら
離
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、〈
そ
の
時
間
に
〉「
よ
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。
「
何
物
に
も
よ
ら
な
い
」
と
い
う
こ
の
一
日
中
で
あ
る
か
ら
、「
明

ら
か
に
仏
性
を
見
る
」
（
仏
性
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
）
の
で
あ
る
。
こ
の
一
日
中
に
、
〈
仏
性
以
外
の
〉
ど
ん
な
時
間
が
や
っ
て
く
る
と

す
る
の
だ
ろ
う
か
、
〈
仏
性
以
外
の
〉
ど
こ
の
国
土
で
あ
る
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
言
う
一
日
中
は
、
人
間
界
の
一
日
中
で
あ
ろ
う

か
、
そ
の
他
の
世
界
の
一
日
中
が
あ
る
の
か
。
白
銀
世
界
の
一
日
中
が
し
ば
し
や
っ
て
き
て
い
る
の
か
。
た
と
え
こ
の
国
で
あ
ろ
う
と
、
他

の
世
界
で
あ
ろ
う
と
〈
仏
性
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
国
や
世
界
の
時
間
に
〉「
よ
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。
す
で
に
一
日
中
〈
が
仏
性
で
あ
り
、

仏
性
以
外
の
何
物
に
も
〉
、
「
よ
ら
な
い
」
は
ず
で
あ
る
。

　

「
こ
れ
は
長
老
の
見
解
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
〈
南
泉
が
〉
言
っ
た
の
は
、「
こ
れ
を
〈
黄
檗
の
個
人
的
な
〉
見
解
と
は
言
わ
な
い
だ
ろ
う
」
、

と
言
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。
「
長
老
の
見
解
か
」
と
言
っ
た
と
し
て
も
、
〈
黄
檗
は
〉
自
己
〈
の
見
解
〉
で
あ
る
は
ず
だ
と
、
ふ
り
返
っ
て

（
自
己
の
見
解
と
認
め
て
）
は
な
ら
な
い
。
自
己
〈
の
見
解
〉
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
て
も
黄
檗
〈
の
個
人
的
な
見
解
〉
で
は
な
い
。
黄
檗
〈
の

見
解
〉
は
必
ず
し
も
自
己
〈
の
見
解
に
と
ど
ま
る
の
〉
で
は
な
い
。
長
老
の
見
解
は
隠
れ
る
こ
と
な
く
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。

　
　

※
二
段
目
（
南
泉
と
黄
檗
の
段
）
の
【
解
説
】
は
、
次
稿
に
お
い
て
こ
の
段
の
終
了
後
に
ま
と
め
て
記
載
す
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
道
元
、
懐
奘
、
『
正
法
眼
蔵
』
、
「
仏
性
」
巻
、
訳
註
、
校
異


